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電波銀河の周辺環境を様々な時代で特徴づけることは銀河形成・進化を理解する上で重要である。しかし、z > 4
の時代では電波銀河の希少性ならびに観測的な制限により、既知の電波銀河ならびに周辺銀河のサンプルが極端
に少なく、電波銀河環境は全く分かっていないのが現状である。
本講演では、最近分光特定された z = 4.72の時代にある高赤方偏移電波銀河「HSC J083913.17+011308.1（HSC

J0839+0113）」の周辺銀河数密度環境の調査結果を報告する。周辺数密度環境はすばるHSC戦略観測枠の大規模
データから抽出したライマンブレイク銀河サンプルを用いて定義する。結果としてHSC J0839+0113は、4.7σの
有意性を持つ高密度領域に付随することを明らかにした。HSC J0839+0113と高密度領域のピーク位置との射影
距離は 0.4 pMpcで、この時代の典型的な原始銀河団のサイズより小さい。また、Extended Press Schechter な
らびに Light coneのモデルにより、HSC J0839+0113が付随する高密度領域は、z = 0において 80 % 以上の高
い確率で > 1014M⊙ のハローに進化することが期待される。これらの結果は、HSC J0839+0113が原始銀河団と
関連していることを示唆する。このHSC J0839+0113の系は、ライマンブレイク銀河を有する既知の原始銀河団
と比べて最も高密度な領域であることが分かった。


